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ＥＶ普及拡大の期待と課題
ＥＶ化社会における電力消費増や局所的な系統影

響の可能性がある。電力供給kWhは十分にある（５～
１０％の需要増）。充電集中（ｋW)の懸念あり。

系統影響緩和の方策（①EVの大容量化、②ユー

ザーの充電利用形態の変化の期待、③料金による
ピークシフト誘導、④蓄電池併設の充電器、⑤需要
側コネマネ（DR、VPP、BCP等）の活用）

ＥＶ化社会にむけた政策的課題
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最近の電気自動車の動向

一充電走行距離延伸のために、搭載電池の
大容量化（20ｋWhから60ｋWh以上に）

急速充電50ｋWは高速道路のＳＡ・ＰＡ等に、
８千カ所整備。普通充電も３万カ所以上。

充電待ちの発生と搭載電池容量増大により
超急速充電器（９０kW以上、350ｋWまで）の
導入と複数台の設置要望。
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EV用充電スタンドの配置検討シミュレーション
（東京・神奈川・静岡）
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急速充電設備の導入
急速充電（20～50kW）を商業施設、高速道路の
SAやPA、道の駅の８千カ所に、普通充電３kW(AC)
や６kW(DC)を商業施設など３万カ所に整備。

シミュレーションでは、乗用車一充電走行距離
200㎞以上で、基礎充電と目的地の普通充電で、
急速充電は不要。

トラック、バス、商業用車両には、必要。
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現状10万代台での充電インフラ利用の課題

急速充電でも充電に30分程度の時間が掛かる。

急速充電で渋滞待ちが発生（土日の特定のSA、浜名湖など）。

集合住宅では普通充電が設置。

• 出力容量増 90～350ｋWへの要望 ⇒ コスト増で、ビジネスモデルは？
• 自由な充電インフラ利用が利用集中を呼ぶ
⇒ 時間帯、場所、充電速度等の料金差別化で誘導。
⇒ 充電終了と共に、スムーズな交代。
⇒ 接続時間料金制や多数プラグの充電器の整備。

• 新規集合住宅への充電器設置を奨励
• 勤務地や商業施設などの目的地に、基礎充電のインフラを整備
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急速充電の使いたい放題がＥＶ普及を後押しているが

 日産ZESP2カード利用なら、計約5,900基（日産販売店約1,900基
＋NCS急速充電器約4,000基）の急速充電が使い放題

EV普及促進を後押し。
EVユーザーが、好きな

時間、場所で、好きなだ
け利用できる。

急速充電の利用集中
を起こしている懸念
がある。
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ＥＶバスの利用

市内循環バスは、決まったコースを走行。補
充電が可能。

幼稚園やスクールバス、介護施設の送迎は、
決まった時間と距離を利用

Nighttime（夜間充電）型か、Opportunity（適
時充電）型か、インフラの整備の要否。

環境・エネルギー教育に良い。健康に配慮。
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配達・宅配便

配達、宅配便の走行距
離は、100㎞/日以下。

夜間走行でも、静か。

長距離の重量貨物は
難しい。

搭載する冷凍機器への
電力供給が十分か？

昼間時間帯の補充電に
よる負荷集中の懸念

夜間の宅配はできないか

パンタグラフ、非接触給
電などの技術提案はある。
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課題





④蓄電池併設の充電器
負荷の平準化に有効。

BCPやVPP・DRに活用が
期待。

配達・宅配用トラックの
急速充電に期待。

Opportunity型バスにも
期待。

コスト増が懸念

利用率向上が不可欠。

蓄電池は、頻繁に利用
しないと無駄になる。

充放電にはロスがある。
効率向上が必要。

ビジネスモデルが重要。
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⑤需要側のコネクト＆マネジメント
搭載電池の分散型電源
利用に期待。

ＥＶ1,000万台の普及で、
６ｋW(DC)を使って
6,000kWの調整力。

通勤EVの利用により、
BCPや負荷平準化に利

用可能。幼稚園、スクー
ルバスも。

系統接続箇所の予測が
必要。

充電器への接続率が重
要 ⇒非接触給電技術。

普及拡大により、容量確
保（ｋW・ｋWh）。
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ＥＶ化社会にむけた政策的課題
運輸部門の低炭素化には、車両の電動化が不可欠

通勤や通学にEVやEVバス（スクール、幼稚園バス）
利用の推奨（省エネ法との連携、通勤手当の優遇）

普通充電インフラの導入推奨（集合住宅や勤務地）

高速のＳＡ・ＰＡでの急速充電設備設置の低コスト化

欧州ではＥＶ導入補助よりも、ガソリン車両に課税
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